
氏名 木下　光生

大学院博士後期課程
担当科目

　なし

通信教育部担当科目 ・史学演習Ⅲ

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

教務委員会委員、教職課程運営専門部会委員、就職委員会委員、
キャリア教育委員会委員、カリキュラム改革ワーキンググループ委員

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

大阪大学大学院文学研究科博士後期課程修了

博士（文学）

近世日本史

最終学歴

　【研究上の特記事項】
科学研究費助成事業（科学研究費補助金）（基盤研究Ｂ）「比較史からみる生活の存立
構造1600-2000：家政・市場・財政」研究分担者（研究代表者・谷本雅之、平成29～32
年度）

平　成　29　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

近世史フォーラム、貧困研究会、奈良歴史研究会、大阪歴史学会、日本史研究会、
社会経済史学会、佛教史学会、日本葬送文化学会、日本環境斎苑協会

貧困、救済（セーフティーネット）、自己責任

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・日本史学演習Ⅰ（通年）
・文化財史料論特殊講義Ⅱ（通年）

授業科目

①近世史フォーラム事務局長
②奈良歴史研究会事務局長・代表代行・研究委員長
③舳松人権歴史館（堺市）展示委員会委員
④山添村教育委員会古文書入門講座（2017年10月28日、奈良県山添村豊原公民館）

学部担当科目

・日本史Ⅰ（前期）
・日本史特殊講義（後期）
・日本史講読Ⅰ・Ⅱ（通年）
・日本史演習Ⅰ・Ⅱ（通年）



単著

単著

単著

単著

単著

単著

2017年11月

2017年11月

『毎日新聞』2018年
3月15日付夕刊（関
西版）

人文書院2017年10月

「シンポジウム　上
方で考える葬儀と墓
―近現代を中心に
―」

世界人権問題研究セ
ンター研究第2部

奈良大学史学会『奈
良史学』35

歴史学フォーラム
2016実行委員会『歴
史学フォーラム2016
の記録　時代の転換
と文化』同実行委員
会

2018年1月

2017年9月

　23～63頁

　40～47頁

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①『貧困と自己責任の近世
日本史』

②「近世と近代の交差と複
合―1874年恤救規則の誕生
過程―」

主催：科学研究費基盤研究Ｂ「現代
日本における死者儀礼のゆくえ―生
者と死者の共同性の構築をめざし
て」（研究代表　山田慎也）
会場：浄土宗應典院（大阪市）

会場：世界人権問題研究センター
（京都市）

2018年3月
①「ぶんかのミカタ　葬送
の今昔　上」

（その他）

　全324頁

②「平時の村、飢饉時の村
―大和国吉野郡田原村の
1808・37年世帯収支報告書
から―」

①「家の存続と葬送文化―
貧困史と葬送史の接点―」

（学会発表）

①「天保飢饉下の村民世帯
収支―大和国吉野郡田原
村・1837年『去申年御田畑
出来作物書上帳扣』の紹介
―」


